
◎
論

説山
西
省
に
お
け
る
「退
耕
還
林
」
政
策

の
実
施
と

農
村
経
済

環
境
保
護
と
貧
困
農
村

大
島

一
二

・
後
藤
直
世

・

・

i

・

・

は
じ
め
に

本
稿

の
課
題
は
、
山
西
省
山
間
部
の
調
査
対
象
地
域

(山
西
省
呂

梁
地
区
中
陽
県
)
に
お
け
る
農
村
開
発

の
課
題
を
、
お
も
に
環
境
保

全
政
策

と
の
関
係
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

周
知

の
よ
う
に
、
中
国
政
府

は
現
在
西
部
大
開
発
政
策
に
お
け
る

主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し
て
、
「退
耕
還
林
」
政
策

(生
態
環

境

の
破
壊
が
進
み
、
表
土
流
失
が
深
刻
な
地
域
で
、
傾
斜
地

の
耕
作

を
中
止

さ
せ
、
植
林
、
植
草

の
推
進
に
よ

っ
て
生
態
環
境
を
回
復
し

よ
う
と

す
る
政
策
)
を
広
範
に
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
政
策
が
二
〇

〇
〇
年

に
実
施
さ
れ
て
す
で
に
二
年
以
上
が
経
過
し
、
環
境
の
保
護

・

回
復
と

い
う
側
面
で
は
比
較
的
良
好
な
成
果
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る

　　
　

こ
と
は
多
く

の
新
聞
報
道
な
ど
で
も
明
ら
か

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の

一
方
で
、
新
聞
報
道
な
ど
で
は
十
分

に
明

ら
か
に
な
ら
な
い
、
こ

の
政
策

の
問
題
点
も
徐
々
に
う
か
び
あ
が
り

つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
地
域
の
経
済
開
発
、
農
民

の
所
得
向
上
と
い
う

側
面
に
お
い
て
必
ず
し
も
良
好
な
成
果
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
問
題

で
あ
る
。

や
や
言

い
古
さ
れ
た
言

い
方
だ
が
、
環
境

と
開
発
、
開
発
と
農
民
、

環
境
と
農
民
、
と

い
う
三
者

の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
観
点

(図
1

参
照
)
か
ら
こ
の

「退
耕
還
林
」
政
策
を
考

え
る
と
、
実
施
後
二
年

を
経
て
、
環
境
保
全
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
地
域
開
発
や
農
家
所
得

の
向
上
が
後
回
し
に
さ
れ
る
と
い
う
問
題
点

が
明
確
に
な

っ
て
き
た

と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
考
え
方

に
基
づ
け
ば
、
今
後
、

環
境
保
護
政
策
の
実
施
と
農
村
経
済
の
開
発

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
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環境保全 ・開発 ・農民所得向上のバランス

出所:筆 者作成。

図1

よ
う
に
と

っ
て
い
く

の
か
、
こ
の

点
は
、
ま
す
ま
す
大
き
な
論
点
と

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
考
え
方
に
た

っ
て
、

我
々
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

二
〇
〇

〇
年
夏
季
お
よ
び
二
〇
〇
二
年
夏

季
に
山
西
省
呂
梁
地
区
中
陽
県
に

お
い
て
現
地
実
態
調
査
を
実
施
し

た
。

こ
の
県
は
山
西
省
西
北
部
の

山
間
部

に
位
置
す
る
条
件
不
利
地

域
で
、
農
民

の
貧
困
問
題
が
深
刻

で
あ
り

(中
陽
県
を
含
む
呂
梁
地

区

の
い
く

つ
か
の
県
は
国
家
級
貧

困
県
に
指
定
さ
れ
て
い
る
)
、
農
村

を
中
心
に
経
済
開
発
が
遅
滞
し
て

い
る
と

い
う
特

徴
を
有
し

て
い

る
。

こ
う
し
た
低
開
発
地
域

の
開

発
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
、

そ
し
て
環
境
保
全
政
策
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
と

る
の
か
、

こ
う
し
た
問
題
は
山
西
省
に
と
ど

ま
ら
ず
中
国
西
部

の
広
大
な
農
村

地
域
が
共
通
し
て
抱
え
る
問
題

で

あ
る
だ
け
に
、
重
要
な
課
題
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
具
体
的
に
中
陽
県

の
経
済
を

「退
耕
還
林
」
政
策
と
の
関

係
で
み
て
い
こ
う
。

「退
耕
還
林
」
政
策
の
実
施
と
そ
の
背
景

ま
ず

こ
こ
で
、
調
査
地
域
で
実
施
さ
れ
、
地
域
の
環
境
と
経
済
開

発
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

「退
耕
還
林
」
政
策

の
概
要
に

つ

い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。

H

政
策
導
入
の
背
景

中
国
政
府

は
、
東
部
沿
海
地
域

の
急
速
な
経
済
発
展
か
ら
し
だ
い

に
取
り
残
さ
れ
つ
つ
あ
る
西
部
地
域
の
経
済
開
発
を
推
進
す
る
た
め
、

二
〇
〇
〇
年

に

「西
部
大
開
発
政
策
」
を
発
表
、
こ
の
政
策
に
お
け

る
主
要
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し
て

「退
耕
還
林
」
政
策
が
実
施

　　
　

さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の

「西
部
大
開
発
政
策
」
で
は
、
国
債

を
用
い
た
国
家
投
資

の
七
〇
%
、
国
際
的
に
供
与
さ
れ
た
借
款

の
七

〇
%
を
中
西
部
に
投
入
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、
具
体
的
に
は

一
〇
項

　ヨ
　

目
の
大
規
模
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
十
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
で
、
第
八
項
目
と
し
て
と
り
あ

げ
ら
れ
て
い
る
の
が

「退
耕
還
林
」
政
策

で
あ
る
。

こ
の
政
策
の
目

標
は
、
西
部
地
域
の
農
村

(と
く
に
条
件
不
利
地
域

の
農
村
)
の
生

態
環
境

の
改
善
に
よ
り
地
域
経
済
と
農
民
所
得
の
向
上
を
実
現
し
て
、
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西
部
地
域
と
他
地
域
と
の
経
済
格
差
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
目
的
も

あ
る
が
、
今

ひ
と
つ
の
大
き
な
目
的
と
し
て
、
中
国
に
お
い
て
顕
在

化
し
て
い
る
環
境
保
全
と
農
業
開
発

の
困
難
な
関
係
を
是
正
し
よ
う

と
す
る
意
図
も
み
う
け
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
近
年

の
中
国
で
は
、
調

査
対
象
地
域

の
よ
う
な
条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
強
引
な
農
業
開
発
、

と
く
に
傾
斜
地

の
耕
作
や
放
牧
が
深
刻
な
土
壌
流
失
を
招
来
し
、
流

失
し
た
土
砂

の
河
川

へ
の
流
入
、
河
床

の
上
昇
、
下
流
域
で
の
洪
水

の
発
生
を
ひ
き
お
こ
す
と
い
う
問
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
大
き

　　
　

な

引

き

金

に

な

っ

て

い

る
と

も

い
わ

れ

る

。

口

「退
耕
還
林
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
要
領

こ
の
政
策

の
対
象
地
域
は
、
大
別
し
て
、
①
長
江
上
流

(三
峡
ダ

ム
よ
り
上
流

の
雲
南

・
四
川

・
貴
州

・
重
慶

・
湖
北

の
各
省

・
市
)、

さ
ら
に
、
②
黄
河
上
中
流
域

(陳
西

・
甘
粛

・
青
海

・
寧
夏

・
内

モ

ン
ゴ
ル

・
山
西

・
河
南

・
新
彊

の
各
省

・
自
治
区
)
計

=
二
省

・
区

・

市

で
実

施
さ
れ
、
と
く
に
初
期

に
お
い
て
は
こ
れ
ら

=
二
省

・
市

・

自
治
区

の

一
七
四
県
で
モ
デ
ル
的

に
実
施
さ
れ
、
全
国
に
拡
大
し
て

バ
　
　

い
っ
た
。

第

一
期

の

「退
耕
」
面
積
は
三
四
・三
万
㎞
、
還
草
面
積
は
四
三
・

二
万
㎞
で
、

こ
れ
を
実
施
す
る
に
あ
た

っ
て
対
象
農
家

に
た
い
す
る

補
償
と

し

て
は
、
①
食
糧
補
償
と
し
て
、
長
江
上
流
域

は

一
ム
ー

(○

・六

六
七
㎏
)
あ
た
り

一
五
〇
㎏
、
黄
河
上
中
流
域

は

一
ム
ー
あ

た
り

一
〇
〇
㎏
を
中
央
政
府
財
政
か
ら
の
支
出
で
購
入
し
現
物
配
給

す
る

(現
地
調
査

の
結
果

で
は
、
農
家
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
現
物

配
給
さ
れ
、
現
地
農
民
は
こ
れ
を
小
麦
粉
と

一
定
比
率

で
交
換
し
受

け
取

っ
て
い
た
)。
②
現
金
補
償
に
つ
い
て
は
、

「退
耕
」

一
ム
ー
あ

た
り
二
〇
元
を
支
給
す
る
。
他

に
五
〇
元
/

ム
ー
の
育
苗
費

の
補
助

(苗
の
現
物
支
給
)
を
お
こ
な
う
。
③
植
林
と
そ
の
管
理
に
た

い
し
て

管
理
請
負
制
を
実
施
し
、
請
負
地
を
三
〇
年

間
不
変
と
す
る
。
な
ど

の
具
体
的
な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ム　
　

ト
は
、
暫
定
的
に
五
年
間

の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
斜
度

二
五
度
以
上
の
耕
地
は

一
律

「退
耕
」
が
原
則

で
あ

る
が
、
人
口
と
耕
地
面
積

の
関
係
で

(と
く

に

「退
耕
」
後

の
耕
地

はげ山に 「封山緑化」 のスローガン
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胆面 し㌃不 に除水 を行さ隈bセ るたのの水十溝

面
積
が
少
な
く
な
り
す
ぎ
、食
糧
不
足
が
発
生
し
か
ね
な
い
場
合
に
)、

「生
命
田
」
を
例
外
と
し
て
認
め
る
。
こ
の

「生
命
田
」
は
現
地

の
食

糧
生
産

力

(単
位
面
積
当
た
り
収
量
)
と

一
人
当
た
り
消
費
量
を
基

本
に
、

一
人
当
た
り
の
必
要
耕
地
面
積
を
算
出
し
、
こ
れ
に
人
口
を

乗
じ
て
地
域
の

「生
命

田
」
面
積
を
算
出
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
外

の
斜
度
二
五
度
以
上
の
傾
斜
地
は
基
本
的
に
す
べ
て

「退

パフ
　

耕
」
の
対

象
と
な
る
。
さ
ら
に
、
「退
耕
」
の
対
象
と
な

っ
た
斜
度
二

五
度
以
上

の
耕
地
は
、
基
本
的
に
棚
田
に
改
造
し
た
う
え
で
、
「水
平

　　
　

 溝
」
を

ほ
り
、
植
林
を
推
進
し
、
植
林
を
実
施
し
た
地
域
で
は

「禁

牧
」

(放

牧
し
た
ヤ
ギ

・
羊
が
植
樹
し
た
樹
木

の
若
芽
を
食

べ
尽
く

し
、
樹
木
が
枯
死
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
放
牧
を
禁

止
す
る
こ
と
)
が
実
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
無

霜
期
が
百
日
に
満
た
な

い
山
間
地
域
で
は
、基
本
的
に
移
住
を
進
め
る
政
策
も
実
施
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「退
耕
還
林
」
政
策

は
環
境

保
全
と

い
う
側
面
で
は

比
較
的
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
の
、
基
本
的

に
政
策
が
画

一
的
で
、
現
地

の
諸
事
情
を
勘
案
す
る
余
地

が
少
な
く
、
さ
ら
に
現

地
農
民

の
農
業
生
産
を
は
じ
め
と
す
る
経
済

活
動
に
大
き
な
制
約
を

与
え
る
可
能
性
が
強

い
の
に
た

い
し
て
、
そ
れ

へ
の
対
策

(そ
れ
に

か
わ
る
新
た
な
地
域
経
済
振
興
策
)
に

つ
い
て
は
と
く
に
措
置
さ
れ

て
い
な

い
と
い
う
問
題
点
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、

そ
の
た
め
実
施
に
あ
た

っ
て
は
慎
重
に
そ
の
実
施
方
法
が
検
討
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
現
地

で
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

二

調
査
地
域
の
経
済
構
造

さ
て
、

こ
う
し
た
な
か
で
、
今
回

の
山
西
省
中
陽
県
の
調
査
地
域

は
、
ど
の
よ
う
な
経
済
条
件
の
中
で
、
「退
耕
還
林
」
政
策
が
実
施
さ

れ
、
地
域
開
発
や
農
民
所
得
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
発
生
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
具
体
的
に
み

て
み
よ
う
。

H

中
陽
県
経
済
の
概
要
と
「退
耕
還
林
」
政
策
の
実
施

山
西
省
呂
梁
地
区
は
黄
河

(黄
河
は
こ
の
地
域
で
は
ほ
ぼ
北
か
ら

i60



調査地域の農業生産力表1

中 陽 県 山 西 省 全 国

食糧作物食糧作物 食糧作物 食糧作物食糧作物 食糧作物 食糧作物 食糧作物 食糧作物
作付け面 生 産 量 単位面積 作付け面 生 産 量 単位面積 作付け面 生 産 量 単位面積

積(千ha) (t) 当たり収 積(千ha) (万t) 当たり収 積(千ha) (万t) 当たり収

量(t!ha) 量(t!ha) 量(t!ha)

1997 .;. 18,117 1.22 3,128.1 901.9 2.88 112,912.9 49,417.7 4.38

1998 14.71 25,628 1.74 3,296.7 1,081.5 3.28 113,787.4 51,229.5 4.50

1999 14.82 12,063 0.81 3,239.2 821.7 2.54 113,161.0 50,838.6 1

2000 12.99 13,568 1.04 3,186.5 853.4 2.68 108,462.5 46,217.5 4.26

2001 10.50 7,791 0.74 2,877.1 692.1 2.41 106,080.0 45,263.7 4.27

出所:『山西統計年鑑』各年版、中国統計出版社、『中国農村統計年鑑』各年版、中国統計出

版社。

南
に
流
れ
て
い
る
)
を
挟
ん
で
陳
西
省
と
東
西

に
隣
り
合

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
山
西
省
北
西
部
お
よ
び
陳
西
省
北
部

一
帯
は
黄
土
高
原
を
構

成
す
る

一
地
域
で
あ
り
、

一
面
に
は
げ
山
が
続
く
山
間
部
地
域

で
あ

る
。
こ
の
地
域

に
位
置
す
る
多
く
の
県
が
国
家
級

の
貧
困
県

で
あ
り
、

中
国
の
中
で
も
有
数

の
条
件
不
利
地
域
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

こ

こ
で
は
傾
斜
地
の
耕
作
や
放
牧
な
ど
に
よ
り
生
態
環
境

の
破
壊
と
表

土
流
出
が
進
行
し
て
い
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど

の
県
が

「退
耕
還
林
」

政
策

の
対
象
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
中
陽
県

の
概
況
に
つ
い
て
簡

単
に
み
て
み
よ
う
。

　
　
　

山
西
省
呂
梁
地
区
中
陽
県
も
、
前
述

の
よ
う
に
国
家
級
貧
困
県
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
全
県
面
積
は

一
四
四
三
㎞
、
耕
地
面
積
は
二
・七

万
㎞
で
、
全
県
は
五
鎮

・
六
郷
か
ら
構
成
さ

れ
、
行
政
村
は
二
七
二

で
あ
る
。
県
域

の
ほ
と
ん
ど
は
山
間
地

で
、
平
地
は
み
ら
れ
な
い
。

総
人
口
は
約

一
三
万
人
、
内
、
農
業
人

口
が

一
二
万
人
以
上
を
占
め

る
。
ま
た
年
間
平
均
降
水
量
は
統
計
上
は
五
〇

〇

㎜
程
度

で
あ
る
が
、

バ
リ
　

近
年
旱
魅
が
頻
発
す
る
な
ど
乾
燥
化
が
進
行

し
て
お
り
、
年
間
降
水

量
が
三
〇
〇

㎜
を
下
回
る
年
も
み
ら
れ
る
な

ど
、
し
ば
し
ば
作
物
の

収
穫
と
農
民

の
生
活

に
大
き
な
影
響
が
発
生

し
て
い
る
。

こ
の
乾
燥

化
と
貧
困
地
域
特
有

の
低

い
農
業
投
入
の
影
響

に
よ
り
、

こ
の
地
域

の
農
業
生
産
力
は
全
国

・
山
西
省
と
の
比
較

で
著
し
く
低

い
水
準
に

と
ど
ま

っ
て
お
り
、
し
か
も
降
雨

の
状
況
に
よ
り
年
変
動
が
大
き

い

な
ど
、
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

(表
-
参
照
)
。

こ
の
県
に
お
け
る

「退
耕
還
林
」
政
策
の
実
施
状
況
と
し
て
は
、

山西省における「退耕還林」政策の実施と農村経済i6i



ま
ず

一
九
九
八
年

に
国

の
政
策
を
先
取
り
す
る
形

で

「中
陽
県
人
民

政
府
関
於
厳
格
控
制
放
牧
範
囲
、
切
実
保
護
全
県
森
林
植
被
的
通
知
」

(中
陽
県
人
民
政
府
に
よ
る
放
牧
範
囲
を
厳
格
に

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、

全
県
森
林
を
保
護

・
植
林
す
る
こ
と
に
か
ん
す
る
通
達
)
が
県
政
府

か
ら
発

せ
ら
れ
、
実
施
に
移
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
当
時
こ
の
県
が
近

く
実
施

さ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た

「退
耕
還
林
」
政
策

の
山
西
省

に
お

け
る
モ
デ
ル
県
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
た
め
、
山
西
省
政
府

の
指
導

で

「禁
牧
」
が
パ
イ

ロ
ッ
ト
的

に
前
倒
し
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
法
律
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降

に
本

格
化
す

る

「退
耕
」
(傾
斜
地
耕
作
の
中
止
)
よ
り
も
放
牧

の
禁
止
が

中
心
的

に
指
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら

に
、
国
が
二
〇
〇
〇
年
に

「退
耕
還
林
」
政
策
を
正
式

に
全

国
で
発
布
す
る
と
、
こ
の
年
に
は
中
陽
県
で
も

「中
陽
県
林
地
及
森

林
林
木
管
理
弁
法
」
(中
陽
県
林
地
お
よ
び
森
林
木
材
管
理
法
)
が
制

定
さ
れ
、
県
政
府
は
具
体
的
な
数
値
目
標
と
し
て
、
最
終
的
な

「退

耕
還
林
」
お
よ
び
植
林
対
象
面
積
を
二
万
㎞

(県
耕
地
面
積
の
七
四
・

一
%
)

と
設
定
し
た
。
ま
た

こ
の
政
策
を
実
施
す
る
に
あ
た

っ
て
、

二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇

一
年
の
二
年
間
に
全
県
で
食
糧
現
物
配
給
五

四
〇
〇

t

(農
民

一
人
当
た
り
約
四
四
㎏
)、
現
金
支
給
九
六
八
万
元

(農
民

一
人
当
た
り
約
七
九
元
)
が
投
入
さ
れ
た
。

こ
の
間

の
実
績
と
し
て
は
、
二
〇
〇
〇
年

の

「退
耕
」
実
績
は
○
・

二
万
㎏

(
X
10

1
0
年
ま
で
の

「退
耕
」
目
標
面
積
は

一
・
二

一
万

㎞
)

で
、

こ
の

「退
耕
」
し
た
地
域
に
植
林
を
実
施

し
、
二
〇
〇
〇

　ユ

か
　

年

に

は
○

・
六

三

万

㎞

(内

、
経

済

林

○

・
一

一
万

㎞

、
用

材

林

○

・
二

　ゆ
　

バむ

九

万

㎞
、

灌

木

林

○

・
一
九

万

㎏

、

植

草

○

・
〇

四

万

㎞

)

が
植

林

さ

　
ほ
　

れ
た
。
な
お
二
〇
〇
二
年
夏
季

の
調
査
結
果

で
は
、
二
〇
〇
二
年
末

ま
で
の

「退
耕
還
林
」
実
施
予
定
面
積
は

一
・
一
五
万
㎞
と
、
当
初
た

て
ら
れ
た
二
〇

一
〇
年
時

の
計
画

は
す
で
に
な
か
ば
達
成
さ
れ
つ
つ

あ
る
。

口

「退
耕
還
林
」政
策
の
地
域
経
済

へ
の
影
響

こ
の
よ
う
に
、
中
陽
県
に
お
い
て
は

「退
耕
還
林
」
政
策
は
比
較

的
良
好
に
進
展
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
結
果

、
県
内

の
緑
化
は
進
み
、

表
土
流
出
も
初
歩
的
に
で
は
あ
る
が
抑
制
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
チ
ー
ム
は
二
〇
〇
〇
年
夏
季
、
二
〇
〇
二
年
夏
季

の
二
度
こ
の
県

を
訪
問
し
て
い
る
が
、
は
げ
山

の
緑
化
に
は

一
定

の
進
展
が
み
ら
れ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

一
方
で

「退
耕
還
林
」
政
策
に
よ
る

「退
耕
」
と

「禁

牧
」
の
推
進
は
、
こ
の
県
の
農
業

・
畜
産
業

等
の
産
業

に
か
な
り
大

き
な
打
撃
を
与
え
る
結
果
と
な

っ
た
。
こ
の
点
を
表
か
ら
確
認
し
て

み
よ
う
。

ま
ず
食
糧
作
物

・
搾
油
作
物

の
生
産
状
況

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
表

2
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
旱
魑

の
影
響
に
な
ど
に
よ
り
毎
年
大
き
な

変
動
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的

に
県

の

一
連
の
事
業
が
開
始
さ

れ
た

一
九
九
八
年
か
ら
低
下
傾
向

に
あ
る
。

こ
れ
は

「退
耕
」
に
伴

う
作
付
け
面
積

の
減
少
が

一
定

の
影
響
を
与

え
て
い
る
も
の
と
考
え

t6z



中陽県経済の実態表2

総 人 口農業人口耕地面積 作付け面 農業生産 食糧生産搾油作物 豚飼養頭 羊 ・ヤギ 農民一人

(万人) (万人) (千ha) 積 額(万元) 量(t) 生産 量 数(頭) 飼養頭数 当たり純

(千ha) (t) (頭) 収入(元)

1990 11.47 9.90 4,643 40,110 2,882 437

1991 11.43 io.02 2,962 16,092 1,315 323

1992 11.65 9.98 3,134 15,039 848 331

1993 11.82 10.11 17.82 5,577 34,849 1,555 11,985 45,606 456

1994 12.00 10.29 17.76 8,633 37,720 2,039 12,860 49,100 S96

1995 12.18 10.41 17.55 8,517 19,513 935 13,008 55,224 761

1996 12.47 10.59 17.69 11,827 40,256 2,912 13,544 59,944 991

1997 12.66 1.. 27.20 17.57 7,602 18,117 504 9,547 60,307 1....

..; 12.87 10.79 27.10 17.63 9,883 25,628 1,504 11,375 17,155 1,210

1999 12.96 10.82 27.20 17.63 6,324 12,063 323 11,263 14,721 1,074

2000 13.18 10.99 27.20 15.62 6,451 13,568 324 9,959 6,520 980

Zoos 13.32 12.20 26.96 15.62 4,456 7,791 196 8,920 8,768 886

注:空 欄は不明を示す。

出所:『 山西統計年鑑』各年版、中国統計出版社、『山西五十年』中国統計出版社、1999年 、

現地ヒアリング結果から作成。

ら
れ
る
。

し
か
し
、
中
陽
県
の
場
合
も

っ
と
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
部
門

は
畜
産
部
門
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、

豚
の
飼
養
頭
数

に
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
お
こ
っ
て
い
な
い
も

の
の
、
羊

・
ヤ
ギ
の
飼

養
頭
数

の
減
少

(
一
九
九
七
年

の
六
・〇
三
万
頭
か
ら
二
〇
〇
〇
年

の

○
・六
五
万
頭

へ
)
が
著

し
い
。
こ
れ
は
、

こ
の
県
で
は

「退
耕
還

林
」
政
策
実
施
以
前
は
ヤ
ギ
を
中
心
的
に
山

で
の
放
牧
が
実
施
さ
れ

て
い
た
が
、

一
九
九
八
年
の

「禁
牧
」
政
策

の
実
施
に
伴

っ
て
こ
れ

を
舎
飼
可
能
な
羊

に
転
換
す
る
際
に
、
羊

の
畜
舎
で
の
飼
育
の
技
術

に
習
熟
し
て
い
な
い
中
陽
県
の
農
民
の
多
く
は
、
舎
飼
を
嫌

っ
て
ヤ

ギ
を
売
却
し
て
、
畜
産
か
ら
撤
退
し
て
し
ま

っ
た

の
で
あ
る
。
ま
た

舎
飼

の
実
施
に
は
飼
料
の
確
保
が
必
要
と
な

る
が
、

こ
れ
が
多
く
の

農
家

で
調
達
困
難
で
あ

っ
た

こ
と
も
飼
養
頭
数
の
減
少
を
招
来
し
た

と
説
明
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
畜
舎
で
の
飼
育
技
術

の
普
及
や
飼

料
の
確
保
が
伴
わ
ず
に
、
「禁
牧
」
の
み
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
畜
産
業
が
衰
退
す
る
結
果
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
現

在
県
政
府
は
衰
退
し
た
畜
産
業

の
復
活

の
た

め
、
国
が
実
施
す
る
貧

困
地
域

に
た
い
す
る
少
額
貸
し
付
け
制
度
を
活
用
し
て
、
畜
産
業
を

振
興
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
羊

・
ヤ
ギ
の
飼
養
規
模
が
か
つ
て
の

水
準
に
回
復
す
る
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
が

か
か
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
結
果
、
こ
の
農
業

・畜
産
業
の
衰
退
、

「退
耕
」
に
よ
る

作
付
け
面
積

の
減
少
、
さ
ら
に
は
昨
年
ま
で
連
続
し
て
い
た
干
ば

つ

山西省における「退耕還林」政策の実施と農村経済t63



の
影
響

に
よ
り
、
農
業
生
産
額

は

一
九
九
六
年

の

一
・
一
八
億
元
か
ら

X
10
0

1
年
の
○
・四
五
億
元

へ
と
、
さ
ら
に
農
民

一
人
あ
た
り
純
収

入
は

一
九
九
八
年

の

一
二

一
〇
元

(
こ
れ
ま
で
の
最
高
水
準
)
か
ら

ム
め
　

X
10
0

1
年
の
八
八
六
元

へ
と
大
き
く
減
少
し
て
し
ま

っ
た
。
現
在

こ
の
県

で
何
と
か
経
済
が
持
ち
こ
た
え
て
い
る
の
は
、

「退
耕
還
林
」

政
策
に
よ
り
前
述

の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ

　り
　

の
金
額

は
県
政
府
の
試
算
で
は
農
民

一
人
当
た
り
年
間

一
七
二
元
と
、

こ
の
間

の
所
得
減
少
を

一
部
補
填
で
き
る
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、

こ
の
ま
ま

の
状
態
で
将
来
的
に
補
助
金
が
う
ち
切
ら
れ
れ
ば

(前
述
の
よ
う
に

「退
耕
還
林
」
政
策
に
か
か
わ
る
補
助
金
は
二
〇
〇

〇
年
か
ら
の
原
則
五
年
間
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
後

の
措
置
に
つ
い

て
は
決
定
し
て
い
な
い
)
、
県
経
済
、
農
民
の
生
活
と
も
大
き
な
打
撃

を
受
け
る
こ
と
は
さ
け
ら
れ
な

い
。

つ
ま
り
環
境
保
全
優
先
に
よ
り

産
業
が
衰
退
し
、
農
家
所
得
が
減
少
す
る
と

い
う
事
態
が
発
生
し
て

し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

調
査
地
域
に
お
け
る
「退
耕
還
林
」政
策
と
地
域

経
済
開
発
の
課
題
ー

「退
耕
還
林
」
政
策
と
地

域
開
発
に
お
け
る
不
調
和
1

さ
て
、
こ
こ
ま
で

「退
耕
還
林
」
政
策
の
展
開
と
調
査
地
域

の
経

済
開
発

問
題
を
み
て
き
た
が
、
「は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
、
調
査
対

象
地
域

を
典
型
例
と

す
る
中
国

の
条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
開
発
と

環
境
保
全

の
関
係
は
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
調
整

に
お
い
て

一
定

の
問
題

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
と

い
え
る
。

つ
ま
り
、
新
聞
報
道

に
み
る
よ
う
な
、
「退
耕
還
林
」
政
策
を
実
施

し
て
も
比
較
的
良
好
な
経
済
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
示
し
つ
つ
あ
る
県

　ぜ

も
存
在
す
る

一
方
で
、
中
陽
県
の
よ
う
に
環
境
保
全
と
い
う
側
面
で

は
成
功
し
つ
つ
も
、
地
域

の
経
済
開
発

・
農

民
所
得
の
向
上
と
い
う

側
面

で
は
大
き
な
課
題
を
抱
え

つ
つ
あ
る
地
域
も
存
在
す
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。

と
く
に
中
陽
県
の
場
合
、
現
在
は
比
較
的
良
好
に
推
移
し
て
い
る

環
境
保
全
政
策
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
地
域
経
済
開
発
が
大
き
く
遅

れ

つ
つ
あ
る
現
状
で
は
、
農
民
生
活

の
改
善

に
は
大
き
な
課
題
が
存

在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
も

し
補
助
金
が
打
ち
切
ら

れ
れ
ば
、
開
発
の
遅
滞
に
よ
り
困
窮
し
た
農
民
は

「退
耕
」
を
放
棄

し
て
傾
斜
地

の
耕
作
や
放
牧
を
再
開
す
る
な

ど
、
「退
耕
還
林
」
政
策

の
継
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う

に
改
善
し
て
い
く
の
か
、

そ
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
開
発
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の

か
、
中
国
内
陸
部
の
貧
困
地
域

に
と

っ
て
大

き
な
課
題
が
残
さ
れ
て

い
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域
開
発
と
環
境
保

全

の
あ
り
方
に
注
目
し
て
さ
ら
に
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
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注〈1
>

「退

耕

還
林

工
程

進

展

順
利
初

顕
成

効
」

『
人

民

日
報

』

二
〇

〇

二
年

一
二
月

二
六

日

で
は
、

陳
西

省
延

安
市

呉
旗

県

の
事

例

を
紹

介

し

、
環

境
保

全

と
地

域

の
経

済
発

展

の

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

事
例

を

紹
介

し

て

い
る
。
ま

た

「張

東
昇
代

表

"
流

入
長

江
的

泥
沙

明
顕
減

少

了
」

新

華

社

二
〇

〇

三

年

三
月

五

日
報

道
、

で
は

「退

耕

還
林

」

政
策

の
結

果
、

表
土

流
出

の
減
少

な
ど

環
境
保

全

に

お

い
て

一
定

の

効

果

が
あ

が

っ
て

い
る
と
報

告

さ
れ

て

い
る
。

〈
2
>

『
人
民

日
報

』

二
〇

〇

〇
年

四
月

一
二
日

。

〈
3
>

具

体
的

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

と
し

て
は
、
①

西
安
-

南

京

鉄
道

の

西
安

ー

合

肥
区

間
建

設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

、
全
長

九

五
五

㎞
、

総
投

資

額

二
三

二
⊥
二
億

元

、
②

重
慶
i

懐
化

鉄

道
建
設

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
全

長

六

四
〇

㎞
、
総
投

資
額

一
八

二
・
三
億

元
、
③

西
部

地
域

道
路

網

の

建

設
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、
全

長

三

・五

万

㎞
、
④

西
部
地

域
主

要
空

港

整

備
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

(西

安
市

、
成
都

市

、
昆

明
市

、
蘭
州

市

、

ウ

ル

ム

チ
市
空

港

整

備

)
、

⑤
重

慶
市

軽

便

鉄
道

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

一
期

分

、
全

長

=
二
・五

㎞
、
総
投

資
額

三

二

・五

八
億
元

、
⑥

西

部
地

域

天

然

ガ

ス
パ

イ
プ

ラ

イ

ン
敷

設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
全

長
九

五

三

㎞
、⑦

四
川
省

紫

坪
鋪

ダ

ム

(総
投
資

額
六

二
億

元
)
、
寧
夏

回
族

自

治
区

黄

河
沙
披

頭

ダ

ム

(総
投

資
額

=

二
億

元

)
等

の
多

目
的
水

利

施
設

建

設
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

さ
ら

に

こ
こ

で
問
題

に

つ
い
て

い
る
⑧

中

西
部

「退
耕

還
林

(草

)
」
(傾

斜
地
等

の
条

件

不
利
耕

地

の
耕
作

中

止

と
植

林

、
植

草

の
実

施

)
環

境
保

全
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
⑨

青

海
省

カ

リ
ウ

ム
肥

料
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、
⑩

西
部
地

域
高

等
教

育
機

関

イ

ン
フ
ラ
整

備
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
、

で
あ

る
。

詳

し
く

は

「西
部

大

開
発

展
開

経
済

新
格

局
」

『人

民
日
報

』

二
0

0
0

年

四
月

一
〇

日
等

参

照
。

〈
4
>

一
九

九

八
年

の
長
江

に
お
け

る
大
規

模

な
洪
水

発
生

が

そ

の
好

例

と
考

え
ら

れ

て

い
る
。

『光

明

日
報
』

二
〇
〇

〇
年

六

月
八

日
。

〈
5
>

『
人

民
日
報

』

二
〇

〇
〇

年

三
月

三
〇
日
。

〈
6
>

後
述

す

る

よ
う

に
、

こ

の
五
年

間

と

い
う
補

助

政
策

実
施

期
間

は
実

施
地

域

か

ら
延

長

の
要
望

が

強
く
提

出

さ
れ

て

い
る
。

ま
た
生

態
林

の
植

林

に

は
八
年
間

の
補

償

が
実
施

さ

れ

る
。

〈
7
>

『
中

国
経
済

時
報

』

二
〇

〇
〇

年
六

月

一
四

日
。

〈
8
>

「水

平
溝

」

は
、
溝

を
等

高
線

に
沿

っ
て
掘

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

す

こ
し

で
も
多

く

の
降

水

が
植

樹

し
た
木

に
行

き
渡

る
よ
う

に

工
夫

さ

れ
た
溝

で
あ

る

(写
真

参

照
)
。

〈
9
>

中

陽
県
資

料

か
ら

作
成

。

〈
10
>

現
地

で
は

「十

年
九

旱

」
(十

年
中

九
年

は
旱
魑

に
見
舞

わ

れ
る

と

い
う
意

味

)

と
呼

ば

れ

る

ほ
ど
乾
燥

化

が
進
行

し

て

い
る
。

〈
n
>

経

済
林

と

し

て
は

ナ

ツ
メ
、

ア

ン
ズ

、

ヤ

マ
モ

モ
、

ク

ル
ミ
、

ク

コ
、

イ

チ

ョ
ウ
等

が
あ
げ

ら

れ

る
。

経
済

林

に
た

い
し

て
は
九

五

元
/

ム
ー

が
投
下

さ

れ
、
総

額

一
五

二
万
元

と

な

っ
た
。

〈
12
>

用

材
林

と

し

て

「白

楊

」
、

「楊

樹
」
、

ヤ
ナ

ギ
等

が
あ
げ

ら
れ

る
。
用

材
林

に
た

い
し

て
は
五

〇
元
/

ム
ー
が
投

下

さ
れ
、

総
額

二

一
六
万

元

と
な

っ
た
。

〈
13

>

灌

木
林

と

し

て

「寧
条

」
等

が
あ
げ

ら
れ

る
。
灌

木

に
た

い
し

て

は
二
五
元

/

ム

ー
が
投
下

さ
れ
、

総
額

七

二
万
元

と
な

っ
た

。

〈
14
>

植

草

と
し

て

「首

落

」
、

「黄
花

菜
」
等

が
あ
げ

ら
れ

る
。
植

草

に
た

い
し

て
は
二
〇
元
/

ム
ー
が
投
下

さ
れ
、
総

額

一
二
万
元

と
な

っ
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た
。

〈15
>

二
〇

一
〇
年
ま
で
の
植
林
目
標
面
積
は
三
二

五
万
㎞
。森
林
被

覆
率
を
現
在
の
二
二
%
か
ら
六
三
%
へ
向
上
さ
せ
る
。

〈16
>

こ
の
金
額
に
は
政
府
か
ら
の
補
助
金
は
含
ま
れ
な
い
。

〈17
>

中
陽
県
政
府
の

「全
区
退
耕
還
林
工
作
会
議
典
型
材
料
、
深
化

認
識
加
大
力
度
全
力
推
進
退
耕
還
林
」
(二
〇
〇
二
年
七
月

一
八
日
)

か
ら
。
こ
の
金
額
に
は
配
布
さ
れ
る
現
金
の
み
な
ら
ず
、
現
物
食
糧

を
金
額
換
算
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

〈18
>

前
掲

「退
耕
還
林
工
程
進
展
順
利
初
顕
成
効
」
『人
民
日
報
』
二

〇
〇
二
年

一
二
月
二
六
日
で
は
、
前
掲
陳
西
省
呉
旗
県
の
事
例
の
他

に
、
四
川
省
洪
雅
県
の
事
例
に
つ
い
て
も
成
功
例
と
し
て
紹
介
し
て

い
る
。
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